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１ 課題設定の理由 

 (1) 現在、カキの養殖は、宇和島湾外で盛んに行われている。水質や天候等とカキの生息域

との関係をより深く知ることで、ブリなどと同様に宇和島湾内でも盛んにカキを養殖でき

るようになり、地域貢献できると考えた。 

 (2) 昨年度の先行研究より学校の近くにある辰野川の市役所側と土管(宇和島東)側でカキの

数に大きな差があったため、水の成分にどのような差があるか検証してみたかったから。 

 

２ 仮説 

昨年度の先行研究(RSI)では、物質が多い方にカキが

多く生息していると予想したが、結果は、リン酸値の少

ない側にカキが多く存在していた。また、藻の生息域は、

リン酸値が高いなどの特定の物質が影響しており、カキ

の生息域に影響を与えるとの報告がある。リン酸以外の

BOD 他の物質もカキの生息域に影響している。 

 

３ 調査方法 

(1) 先行研究確認調査 

  ⇒ 辰野川(図１・２)に行き、市役所側と宇和島 

   東側それぞれでパックテストを実施する。 

(2) 天気・気温・干潮満潮時刻等を記録する。 

(3) 先行研究の水質調査セット(パックテスト)の 

COD、NO２
－、NO３

－、PO４
３－、NH４

＋の 5 つに 

BOD を加えて調査する。 

 

４ 結果１(辰野川) 

(1) ＣＯＤ値の変化が、市役 

 所側と土管側との二つの場 

 所で３～８の間で一定の値 

を取らない（表１）。 

(2) 台風・大雨の翌日の NO３
- 

値は 1.0 を越える（表１） 。 

(3) 天気や時期(季節)によって   

物質の数値が増減している。 

 

図１ 辰野川河口付近の地図 

   

図２ 辰野川河口 

表１ 辰野川のパックテスト調査結果

 

 



   

 

 

 

６ 考察１ 

辰野川河口付近は年間を通 

じて水質の変動が大きい。変 

動が大きい市役所側には、カ 

キが少ない（図３) 。 

 

７ 結果２(神田川) 

  図４に示すように BOD、 

NO3
-ともに、神田川の値が高 

い。表２の枠で示したところ 

は、辰野川よりも値が高い。 

図４ 辰野川と神田川の比較 
 
８ 考察２ 

 (1) 水質は、天気によっても影響を受ける（表１）。 

 (2) 水質の良い辰野川は神田川よりカキが多い。カキは良質の水を好む（図４）（表２）。 

 (3) カキは水質が安定している場所を好む。物質の大きな変動は、カキの量に負の影響を与

えている。人の多い湾の内側は汚れやすく変動が大きいが、蒋渕のような外洋に近い場所

の水質は安定しており、カキの養殖に適していると思われる。蒋渕での水質調査が必要で

ある 
 

９ 今後の課題 

(1) 海水に含まれるどの物質がカキの量に影響を与えるか調査する。 

(2) 季節や天候の影響を調査する。(春夏秋冬＋台風の前後) 

(3) 辰野川の両サイドで、カキの数が違うのは水流の影響も考えられる。 

  ⇒流速を測定する。 
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図３ 辰野川のパックテストの調査結果のまとめ 

表２ 神田川のパックテスト調査結果 

 

 

 


